
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

岡山大学の同窓生、在学生、教職員、教職員 OBの皆様へ     平成 3０年 5月発行 

岡山大学Alumni
ア ラ ム ナ イ

（全学同窓会）  

 

Alumni の動き  

 

■Alumni 会報第 5号を発行しました 

 平成 30 年 3 月、Alumni 会報第 5 号を発行しました。Alumni の事業紹介の他、

同窓生の方より寄稿いただきました学生時代の思い出、学生のボランティア活動、

岡山大学漕艇部の紹介など今回も充実した内容となっております。    

 Alumni ホームページに掲載しておりますので、ぜひご一読ください。 

http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/newsletter/index.html 

 

 

■岡山大学 Alumni（全学同窓会）広島支部「平成 29 年度学部横断懇話会」が開催されました 

広島支部では、「平成 29年度学部横断懇話会」を平成 30 年 3 月

9 日（金）に広島市内のホテルで開催しました。このイベント

は、広島支部の主要事業の一つとして、設立以来毎年開催して

おり、今回で 3回目となりました。当日はお忙しい中、岡山大

学から槇野博史学長様と徳山久丈総務課長様にもご参加いただ

きました。また、会員は広島市近郊だけでなく、福山、尾三、

三次地区などからの参加があり、8 学部 50 名の参加となり、

総勢 52 名の和やかな会となりました。 

この懇話会は毎回、卓話形式で開催しておりますが、講話に先立ち、槇野学長様から岡山大学の目標

とその取り組みなどのご挨拶をいただき、続いて講話に移り、広島支部副代表幹事お二人が講師とな

り、秦清氏からは、弁護活動での貴重な経験を、また岩本忠司氏からは、近未来の自動車社会について

の講話がありました。岡山大学同窓生が広島県内の様々な分野で活躍していることが実感できる大変貴

重な講話で、予定していた時間を大幅に超える講話となりましたが、会員からは大変好評を得ました。

その後の懇親会では、この講話もきっかけとなるなど、会員同士が交流を深め、活発な情報交換の 

輪が広がり、充実した会となりました。 

http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/pdf/hiroshimashibu_h30_0309_houkoku.pdf 

 

岡山大学の動き 

■学都基金理事会・発起人会・感謝の集いを開催しました 

本学は 4月 20日、イノベーションやグローバル化などの支

援を目的とした「学都基金」に関連して、運営全般について討

議する「学都基金理事会」、募金活動の推進を目的とする「学

都基金発起人会」、同基金への高額寄付者および発起人を招待

した「感謝の集い」を本学津島キャンパス内で開催しました。 

 理事会は、学長や理事、県内企業、本学同窓生ら 20 人が出

席。収支決算や使途計画などの報告があった後、発起人会に替

わる新たな会の発足について話し合いました。 

 発起人 41人が出席した発起人会では、同会を発展的に解消することを決定し、新たに「学都振興

会」が発足しました。会長には、発起人会会長を務めた小長啓一氏が就きました。 

http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/newsletter/index.html
http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/pdf/hiroshimashibu_h30_0309_houkoku.pdf


 

  感謝の集いでは、槇野博史学長が高額寄付者 15人へ感謝の楯を贈呈した後、同基金の活用事例につ

いて講演。同基金が本学の研究・取り組みへどのように役立っていくのかを紹介しました。学都基金か

らの奨学金で海外研修に行った歯学部 2年の古藤咲希さんが、マレーシアのマラヤ大学での体験につい

て報告しました。自由交流の時間では、学内関係者が寄付者へ感謝を伝えたほか、参加者間で活発に意

見交換が行われました。会では、学内関係者から高額寄付者へ感謝の気持ちが伝えられ、活発に意見交

換が行われました。  http://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id7513.html 

 

■「岡山大学・フエ大学院特別コース」第 10 期生が「里親」と対面 

本学とベトナム・フエ大学の修士課程共同プログラム「岡

山大学・フエ大学院特別コース」第 10期生の留学生 8人が 4

月 25 日、来日後の奨学金支援を行う「里親」企業と対面。日

本語で岡山や本学の印象、研究テーマや修士論文執筆への意

欲、勉学に打ち込める環境を与えてくれた里親への感謝の言

葉などを述べました。 

  同コースは、環境学および農学を学ぶベトナム人留学生が

本国で 1年半の教育を受けた後、本学大学院環境生命科学研

究科の博士前期課程 2年次に転入学し、修士の学位を取得するプログラムです。奨学金支援について

は、コースの趣旨に賛同した協賛企業・個人と、留学生を一対一の関係で結びつける「里親制度」とい

う方式をとっています。 

  対面式には、佐野寛理事・副学長（教育担当、国際担当）、加賀勝副学長（社会連携担当）らが出

席。里親企業から留学生に対する激励の言葉が贈られました。 

http://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id7528.html 

 

■第 1回金光賞授賞式 20 人を表彰 

本学は 4月 2日、研究や国際活動等で顕著な成果を挙げた学生

に贈る「金光賞」の第 1回授賞式を、ジップアリーナ岡山で開

きました。 

  本学の平成 30 年度入学式に続けて行われた授賞式では、受

賞者 20 人の名前が読み上げられ、槇野博史学長が受賞者代表 2

人に表彰状と顕彰金目録を授与しました。槇野学長は「この受

賞を糧として引き続き精進し、これからも大いに活躍されるこ

とを期待しています」と激励。小長啓一 Alumni（全学同窓会）会長は「皆様の普段からのたゆまぬ努力

が実り、今日の受賞となったものと思います。岡山大学のこれからを引っ張っていく人材と確信し、期

待しています」と祝辞を述べました。 

○金光賞について 

 金光賞は、篤志家の故金光富男氏（本学 2期卒業生）のご厚志による寄付に基づき授与する賞です。

大学院生は、主に博士課程・博士後期課程に在学中の学生で、顕著な研究業績等を上げた者を対象とし

ます。学部生は、当該年度に 4年生となる者で留学等の国際的な活動に優れ、学業優秀な者が対象で

す。各研究科・学部から 1人ずつ選出して顕彰します。 

http://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id7469.html 

 

【発行元】 

岡山大学 Alumni（全学同窓会）事務局  

〒700-8530 岡山市北区津島中一丁目 1番 1 号 （岡山大学 総務・企画部 総務課内） 

Tel：086-251-7019  E-mail：ou-alumni◎adm.okayama-u.ac.jp（◎は@に置き換えてください。） 

Alumni ホームページ http://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/index.html 
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